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I Rp- 5　　　子ども文化とジェンダー　一家族を扱った絵本の場合一

　　　　　　　河野菜穂＊　　　Ｏ金田利子＊＊

　　　　　　　（＊京都教育大、＊＊静岡大）

　目的　家庭や社会での性別役割分業の問題がまだまだ残存しているが、さまざまな認識

を自然に形成する時期にある子ども期（ここでは乳幼児～小学生）に出会う文化財は、そ
の在り方によって、分業意識の促進を助長するものになりかねない。ここでは、家族を扱

った絵本に焦点を置き、子どもにとっては父母にあたる夫婦がどのように描かれているか

を明らかにし。性差別と結合したジェンダー（文化としての性）の子ども文化における実

態に迫り、子育て文化の改善の方向を見いだす手がかりとしたい。

　方法　静岡巾立図書館（市内市立全図書館合同）に蔵書された1000種の絵本のうち家族

の描かれた絵本のすべてmm）を対象とし、活動別に夫婦・父母の描かれ方を分析した

。具体的には、1）性別役割分業の状況がどの程度どう描かれているか、夫婦の仕事と家

庭の分業あるいは共同の側面、および、家事労働へのかかわり方、家族の世話活動へのか

かわり方、余暇的時問のようす、姿勢・居場所・振舞いのようす等、家庭での生活行動の

側面から、また２）親としての母性意識の強化についてはどうかという点から父母の親と

しての分業あるいは共同の描かれ方をカテゴリー抽出法によって分析した。

　結果・考察　１）性別役割（社会的仕事と家事の分業・共同）の面においても、２）親と

しての在り方においても、極めて不平等的な描き方になっていることが明らかになった。

絵本は、現実の反映であり実態からそう離れたものを描けないということもあり、描き手

だけの問題とはいえないが、生活者の側と文化財の作り手の側との共同により。男女平等
をすすめる視点から乳幼児文化財としての絵本の内容を吟味していく必要が示唆された。
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家族のかかわりの一考察（７）
－ti物”とのかかわりを通して思春期を考える一
中村洋子（お茶の水女大　研究生）

　　目的：この研究は日常生活の中における思春期の子どもの自己形成の過程を

考える連続研究である。今回は思春期の子どもど物”とのかかわりに着目し，思

春期の子が物を通して要求していること,それにより変化する家族のかかわりを
分析し考究する。方法：思春期の子ども達へのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ･質問紙am l･2年生)

により思春期の子がかかわる“物”の中から現代を象徴する物　1.自動販売機，ｺﾝ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｰ　-j－　－　－
ﾋﾟニ2.電話,携帯電話,ﾎﾟｹﾍﾞﾙ3.ｳｫｰｸﾏﾝ,ｹﾞｰﾑｳiﾌﾁ,ﾀﾏｺﾞ,f等を取り上げ分析する。ま

だコンビニ″をﾃｰﾏとした心理劇(1997~1998年０大mmめぐる人mmる会)から思春

期の子どもど物”と家族の関係状況をとらえ分析考察する。結果･考察：Ｄ人と

かかわらず，自己の要求する“物”を得る状況は，人とのやりとり行為の減少になる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　－　　－　｡.i●乙丿●S-゜-　･f　f/●｢-¶‾'‾　〃-7　f　ミ　●ｙ　Ｗrｙ　　rが、子が直接“物”と出会いやり取りできる状況を形成する2)個と個が直結で

きる“物”の出現は人と人との活動を単純化し、家族と外の人との関係を区別する

ことができる3物が人を支配する状況は、その状況に取り込まれることで満足感
ｗ-゛甲　‾W　w　wf●V‾r"wfwV-ﾐf　　F　－を得る。人とのかかわりは少なくなるが、物の持つ話題が人と人との媒介になっ

て新たな関係に発展する。よって思春期の子にとってこれらの“物”は人の干渉を

抑え、人との関係を整理し、手軽に充足感を得る体験を持つ事で、自発的･主体的に

思考することができ、家族との新たな関係発展につながることが明らかになった。
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